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No. 抽出語 出現回数 No. 抽出語 出現回数 No. 抽出語 出現回数 No. 抽出語 出現回数
1 授業 174 26 出来る 15 51 人 15 76 動画 10
2 不安 141 27 科目 15 52 確認 14 77 難しい 10
3 パソコン 134 28 出席 15 53 資料 14 78 良い 10
4 遠隔授業 115 29 使う 15 54 遅い 14 79 コロナウイルス 9
5 受ける 77 30 スマートフォン 16 55 印刷 13 80 影響 9
6 場合 68 31 見る 16 56 使用 13 81 映像 9
7 思う 64 32 ZOOM 16 57 視聴 13 82 感じる 9
8 講義 59 33 学校 17 58 部屋 13 83 苦手 9
9 Wi-Fi 57 34 必要 17 59 履修 13 84 今 9
10 カメラ 45 35 プリンター 18 60 学習 12 85 参加 9
11 心配 45 36 教員 18 61 他 12 86 集中 9
12 環境 44 37 状況 19 62 利用 12 87 所持 9
13 オンライン 39 38 お願い 19 63 実家 11 88 設定 9
14 学生 39 39 接続 20 64 出る 11 89 説明 9
15 自宅 38 40 質問 20 65 制限 11 90 増える 9
16 マイク 32 41 対応 20 66 不安定 11 91 大変 9
17 行う 32 42 受講 21 67 聞く 11 92 調子 9
18 大学 32 43 操作 21 68 テスト 10 93 通学 9
19 インターネット 30 44 遠隔 21 69 トラブル 10 94 いつ 8
20 時間 30 45 少し 22 70 感染 10 95 リスク 8
21 通信 30 46 抽選 22 71 使い方 10 96 映る 8
22 可能 29 47 回線 23 72 情報 10 97 家族 8
23 家 29 48 行く 24 73 図書館 10 98 顔 8
24 悪い 28 49 使える 25 74 多い 10 99 機能 8
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ォローが求められている。一方で2年生以上，
特に3年生では，大学教育の質を保つことを
重視したフォローが求められよう。たとえば，
非対面式の授業を実施するにあたって，学習
環境や，単位・評価の方法などについて学生
は関心を抱いており，これらの点について学
生に十分説明を行うことができれば，非対面
式授業への不安の改善に繋がることが示唆さ
れた。
4．まとめ
本稿では，本学における遠隔教育環境の改
善や，学生支援策の検討に寄与する資料の提
供を目的として，「自宅・自室での学習環境
に関する緊急調査」の自由記述回答の分析を
試みた。学生から得られた不安や悩みを計量
テキスト分析という手法によって整理した。
その結果，以下の2点を主に整理した。第1に，
自宅・自室での学習環境はパソコン等設備の
有無のみでは測りきれないこと，第2に非対
面式の授業にあたっては学年ごとに抱える不
安や不満が異なることである。
第1の学習環境については，パソコンが備
わっていたとしても，通信環境について多く
の学生が不安を感じていることを重視する必
要がある。たとえばスマートフォンのデータ
通信量の制限がかかっていたり，そもそも通
信速度が遅いと感じていたりする学生が少な
くない。また，パソコンや通信環境等の設備
が整っていたとしても，それらの操作に対す
る苦手意識や使用に対する懸念を抱いている
学生もおり，サポートを受けにくい自宅での
学習は彼らにとって不安なものであることが
示された。さらに，自宅での学習は学生によ
っては同居家族との問題を生じさせる。たと
えば兄弟姉妹が大学生であるため家族共用の
パソコンを十分に利用できないことや，家庭
の中で満足に学習時間を確保できないなどの
記述が得られた。
第2の学年ごとに抱える不安や不満が異な
るという点については，特に1年生と3年生
以上の学年に違いが見られた。1年生ではパ
ソコンの操作などへの不安が多く記述されて
いた。まだパソコンの使い方に習熟していな
い状態でパソコン等を用いたオンラインでの
授業を受けることに，少なくない数の学生が
動揺していることが伺える。一方で3年生以
上の上級生では大学教育の質などへの言及が
増え，非対面式の授業に関する課題に対し，
より具体的に注目する傾向が見られた。これ
らの結果から学年ごとにフォローすべき内容
を変えることも有効であることが示唆された。
非対面式の授業を行い，学生が自宅・自室
から授業に参加するためには，本稿で指摘し
た以外にも多くの課題がある。しかしまずは，
本稿で指摘した課題からに，学生支援策の検
討を実施すべきである。さらに今後，遠隔教
育環境の改善を継続することが必要である。
その際には，学生のみならず教職員に対して
も丁寧なアンケート調査・聞き取り調査を行
い，データに基づいて迅速な対応を行うこと
が求められる。
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